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11 13 16 ぷりずむ

自閉症の息子と認知症の母

親およびその家族との関わ

りについて

①本人の余暇活動の充実について

②今後の支援の方向性について

（本人の立場と母親の立場を踏まえ

て）

①移動支援で、外出。回数を重ねることで、顔つなぎし

てみる。

　他の家族の協力を得て、車で外出を試みる。

②母：本人をまだ家でみたい、他の家族：本人を施設に

入れたいと、意向は違うものの、少しずつ慣れてもら

い、本人の希望と母の納得は必要だが、グループホー

ムで生活・週末は帰宅を考えてみることが必要。

12 16 19 神原苑

「要望の多い利用者との関

わりについて

～高次機能障害を持つ精神

障害の方とその母への支援

について～」

①本人の思い（こだわり）とどのよう

に向き合っていけば、迷惑行為、他

害行為にならないような援助をする

にはどうしたらよいか。

②母亡き後、本人が社会で安心し

て暮らせるために、今から必要な援

助は何か。

①脳梗塞からくるものか、知的に低かったり、ＡＤＨＤの

傾向があったのか…それによって治療がちがってくる。

攻撃性・衝動性は薬物療法で少しは抑えることができ

る可能性もあるので、医療機関に状況を伝え相談して

みる必要がある。

母に対する心理的サポートを役割分担する必要があ

る。

②母亡き後、独居なのか、兄弟がみるのか、施設入所

なのか、可能性として考えておかないといけない。生活

能力を確認しておく必要がある。

1 69 205

発達障害について、今後も理

解をしてもらうため啓発を続

けていく必要がある。

障がい等地域支援ブロック会議報告（平成26年11月～平成27年4月）障がい等地域支援ブロック会議報告（平成26年11月～平成27年4月）障がい等地域支援ブロック会議報告（平成26年11月～平成27年4月）障がい等地域支援ブロック会議報告（平成26年11月～平成27年4月）

第15回　障害支援者交流のつどい

タイトル：大人の発達障害とは！？

『個性を生かして、地域で生活して行きた

い　』

～私たちができる支援を考える～

アンケートの意見より

・成人以降、単なる非能力者等のレッテルのまま、周囲に評価されている人が多くいる可能

性を知る事ができた。

・発達障害の方の特徴を良く理解して対応する事が大切、という事が分かった

・個性を生かせるように目を向ける事は大変だと思うが、そのように意識づけできるよう支援

の中に取り組んで行きたい。　　　　　　　　　　　　　等

⇒多かった意見としては、「専門用語が多かった。」、「知らなかった。」などがあり、支援者の

立場の方々でもまだまだ知られていない、理解されてない現状があるかもしれない。

今後も理解して関わっていければと思う意見もあり、発達障害について考える機会になった、

今後も研修会など開催してほしいという意見もあった。
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2 17 19 障害福祉課

視覚障害と人格障害的な言

動がある方の今後の支援に

ついて

①もめごとを起こして関わりを持とう

とする人で、度々言う事が変わり、

関係機関が振り回される。真意をつ

かむためにはどうすればよいか？

②対人関係がうまくいかず、集団生

活にもなじめない。家族の支援や在

宅サービス調整、施設入所が困難

な方への対応。支援に入れるように

なるためには？

質問の方法の工夫が必要。

この人がどんな人かつかむため、家族から生育歴を聴

取する。

窓口に苦情を言いに来るときは要求が増幅している

時。本人が安定している時に訪問し話を聞く。

警察や保健所との連携が必要。

対応する人によって対応が変わらないように統一する。

⇒こういったケースは突然死になることが多いため、見

守り訪問必要。（誰が行くかは検討）

3 14 16 あゆみ

「今の状況は何とかしたいけ

ど、どれも選択できない！」

～知的障害あり、就労継続

支援Ａ型の利用、職員に合

わない方がおり、その人を辞

めさせてほしいと訴える方へ

の対応について～

本人の口に出す思いは、同じ職場

の職員を辞めさせてほしい事。辞め

させるのは無理なため、他の作業

班への提案もするがそれも嫌がる。

自分が辞めるのも嫌がり、話が進ま

ない。この状況が続けば就労継続

支援Ａ型雇用も難しくなってくるた

め、どのような方向で支援をしてい

けば良いか。

本人の言うことは、ﾜｶﾞﾏﾏの部分のようなので、時間を

かけて本人の気持ちが反れるのを待つ。

特定の職員から注意を受けない様、環境を整える。

作業能力はあるかもしれないが、対人能力などはどう

か、能力の確認をする。

就労継続支援Ａを続けるか、Bに変更する。

4 31 40 障害福祉課

知的障害のある親子への支

援について～母の介護保険

移行にむけて～

＊障害福祉サービスから介

護保険への移行事例のた

め、高齢者総合相談セン

ター（地域包括支援セン

ター）へ出席を案内した。

①母のサービスが、2年後には介護

保険制度へ移行しなければならな

い中、それまでの間にどういった課

題が考えられるのか。

②これまでの支援体制が、制度の

移行により確保できないとしたら、ど

ういったサポートが考えられるか。

①食生活や健康状態が気になる。配食サービスの検

討必要。サービスの継続の中で、自分でもやってみる

体験を積んでもらう。金銭管理では権利擁護事業の利

用を情報提供。

②障害福祉サービスから介護保険サービスへ移行され

ると、一部変更内容があり、混乱される。介護保険と障

害福祉サービスの併給はどこまでできるのか。

親子で一緒に入れる施設があるとよい。

インフォーマルサービスの活用や民生委員の見守りな

ども検討。

Ｈ２６年度より、継続課題

「障害福祉制度から介護保険

制度への移行」について、調

整がうまくいっていない状況

がある。

⇒高齢者支援関係者と障害

福祉関係者ともに、お互いの

制度を理解していく。

今年度、高齢のブロック会

議、２か所に障害福祉関係者

が参加する予定。


